
- 24 - 

2 当省のアンケート調査の結果 

   （要旨） 

 本政策評価では、国民の食生活の状況、食育に関する意識等を把握する

ため、アンケート調査を実施した。このうち、第2次基本計画の目標に関連

する設問への回答結果は、以下のとおりである。 

① 「家族との食事」、「朝食を食べること」、「栄養バランスに配慮した食

生活」、「内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予防」、「食事

の食べ方」、「農林漁業体験」及び「食品の安全性に関する知識」につい

て、望ましい食生活を送っている人や食育に関する意識の高い人の割合

は、第2次基本計画の目標の達成状況とおおむね同じ結果となった。 

② 一方、望ましい食生活を送っていない人や食育に関する意識の高くな

い人に、その理由を聞いたところ、「時間がない」、「必要性を感じない」、

「面倒」、「これまでに習慣がない」といった回答が多く、望ましい食生

活や食育に関する意識を妨げるものとして、労働時間の長さや食生活を

重視しない人の存在が背景にあることが示唆された。 

 

(1) 家族との食事 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである朝食又は

夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数（目標値は週10回以上）は、図

表2-(1)-①のとおり、平成26年度に週10.0回となっている。 

 

      図表2-(1)-① 朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」 
の回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   イ アンケート調査結果 

当省のアンケート調査結果では、朝食や夕食を家族と一緒に食べること

について、9割以上の人がその重要性を認識しているものの（図表2-(1)-

（注）1 測定値は、「食育に関する意識調査」（内閣府）による。 
2 回数は、「ほとんど毎日」を週7回、「週に4～5日」を週4.5回、「週に
2～3日」を週2.5回、「週に1回程度」を週1回とし、朝食、夕食ごとに
該当人数を掛け、合計したものを全体で割り、朝食と夕食の回数を足
して週当たりの回数として集計している。 
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②参照）、実際に週10回以上それを実現できている人は半数となっている

（図表2-(1)-③参照）。 

朝食や夕食を家族と一緒に食べることができない理由（複数回答）につ

いては、「自分又は家族の仕事が忙しく時間が合わないから」という回答

が8割近くを占めており（図表2-(1)-④参照）、労働時間が長くなるほど朝

食を食べない傾向にあるという先行調査（「食育の現状と意識に関する調

査」（平成21年12月内閣府））を踏まえれば、労働時間の長さが背景にある

ことがうかがえる。 

また、調査した27都道府県の都道府県食育推進計画のうち、14県の計画

では、この目標が設定されておらず、その理由として、共働き家庭の事情

を考慮する必要があること、実効性のある対策を準備できていないことを

挙げている県もみられる（前述第3の1の⑵参照）。 

 

  図表2-(1)-② 共食の重要性の認識度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図表2-(1)-③ 共食の回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、朝食や夕食を家族と一緒に食べることは、１週間にどのくらいありますか。（朝食と夕食を合わせた回数に

ついて、最もあてはまるものひとつだけ○印）

週に10回以上

50.7

週に７～９回

18.9

週に４～６回

10.6

週に１～３回

10.1

０回

2.8

無回答

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1,976)

問 あなたは、朝食や夕食を家族と一緒に食べることは重要だと思いますか。（最もあてはまるものひとつだけ○印）

重要だと思う

62.2

どちらかといえば

重要だと思う

27.9

どちらかといえば

重要だと思わない

2.5

重要だと思わない

0.7

無回答

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=1,976)

（注）当省のアンケート調査結果による。 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない。 
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   図表2-(1)-④ 共食できない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 朝食を食べること 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである朝食を欠

食する国民（20歳代及び30歳代の男性）の割合（目標値は15％以下）は、

図表2-(2)-①のとおり、平成25年度に20歳代男性で30.0％、30歳代男性で

26.4％となっており、目標値の15％に達していない状況となっている（「朝

食を欠食する子どもの割合」については、第3の1の⑴参照）。 

 

図表2-(2)-① 朝食を欠食する国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 問10－１で「２ 週に７～９回」、「３ 週に４～６回」、「４ 週に１～３回」又は「５ ０回」と回答した方にお聞きします。あなたが、朝食や夕
食を家族と一緒に食べることができない場合がある理由は何ですか。（あてはまるものいくつでも○印）

78.9

22.5

1.5

2.3

10.4

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分又は家族の仕事が忙しく時間が合わないから

自分又は家族の勉強や趣味、付き合い等で時間が合わな
いから

食事の際に家族とコミュニケーションをとるのが面倒だから

家族と一緒に食べる必要性を感じないから

その他

無回答
(n=839)

（注）1 測定値は、「国民健康・栄養調査」（厚生労働省）による。 

2 測定値は、「菓子、果物、乳製品、嗜好飲料などの食品のみを食べ

た場合」、「錠剤などによる栄養素の補給、栄養ドリンクのみの場合」、

「食事をしなかった場合」のいずれかに該当した者の割合である。 
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（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 

年度 
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   イ アンケート調査結果 

当省のアンケート調査結果では、朝食を食べることの重要性を、20歳代

及び30歳代男性のいずれも9割以上の人が認識しているものの（図表

2-(2)-②参照）、朝食をほとんど食べない人の割合は、20歳代男性で24.6％、

30歳代男性で31.4％となっており、厚生労働省の調査とほぼ同様の結果と

なっている（図表2-(2)-③参照）。 

朝食をほとんど食べない理由（複数回答）については、「食べる時間が

ない」と「作る時間がない」という回答が、20歳代男性でそれぞれ52.9％

と35.3％、30歳代男性でそれぞれ64.9％と24.3％となっており（図表

2-(2)-④参照）、労働時間が長くなるほど朝食を食べない傾向にあるとい

う先行調査（「食育の現状と意識に関する調査」（平成21年12月内閣府））

を踏まえれば、労働時間の長さが背景にあることがうかがえる。 

 

    図表2-(2)-② 朝食を食べることの重要性の認識度 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

    図表2-(2)-③ 朝食の摂取状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 
2 朝食を食べるとは、エネルギー源となる食べ物、飲み物を飲食した場合をいい、砂糖・ミル
クを加えないお茶類（日本茶、コーヒー、紅茶など）、水及び錠剤・カプセル・課粒状のビタミ

ン・ミネラルしか摂らない場合は朝食を食べるには含めていない。 
3 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない場合がある。 
4 回答者数合計には、年齢（歳代）無回答者を含めた。 

回答者数 割合

男性 20～29歳 63.8% 27.5% 7.2% 1.4% 0.0% 69 100%
30～39歳 68.6% 22.9% 5.1% 2.5% 0.8% 118 100%
40～49歳 71.1% 21.4% 4.4% 1.3% 1.9% 159 100%
50～59歳 73.7% 20.6% 4.0% 1.1% 0.6% 175 100%
60～69歳 80.0% 13.5% 3.0% 2.6% 0.9% 230 100%
70歳以上 89.7% 9.9% 0.0% 0.0% 0.5% 213 100%

76.9% 17.4% 3.3% 1.4% 0.9% 969 100%

総数

男性 計

問１－３

年齢性別

無回答１ 重要だと思う ２ どちらかとい
えば重要だと思う

３ どちらかとい
えば重要だと思
わない

４ 重要だと思わ
ない

回答者数 割合

男性 20～29歳 62.3% 13.0% 24.6% 0.0% 69 100%
30～39歳 56.8% 11.0% 31.4% 0.8% 118 100%
40～49歳 74.2% 11.3% 13.2% 1.3% 159 100%
50～59歳 81.7% 7.4% 10.3% 0.6% 175 100%
60～69歳 87.8% 6.1% 6.1% 0.0% 230 100%
70歳以上 95.3% 3.3% 1.4% 0.0% 213 100%

80.5% 7.6% 11.5% 0.4% 969 100%

総数問１－１

年齢性別

男性 計

１ ほとんど毎
日食べる

２ １週間に２
～５日食べな
いことがある

３ ほとんど食
べない

無回答

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない場合がある。 

3 回答者数合計には、年齢（歳代）無回答者を含めた。 

（単位：％、人） 

（単位：％、人） 
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  図表2-(2)-④ 朝食をほとんど食べない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 栄養バランスに配慮した食生活 

 ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである栄養バラ

ンス等に配慮した食生活を送っている国民の割合（目標値は60％以上）は、

図表2-(3)-①のとおり、平成26年度に52.7％となっている。 

 

         図表2-(3)-① 栄養バランス等に配慮した食生活を送って 
いる国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート調査結果 

当省のアンケート調査結果では、栄養バランスに配慮した食生活を送る

ことの重要性については、9割以上の人が認識しており（図表2-(3)-②参

照）、栄養バランスに配慮した食生活を「送っている」と「どちらかとい

えば送っている」という回答を合わせると80.9％となっている（図表

2-(3)-③参照）。 

栄養バランスに配慮した食生活を送っていない理由（複数回答）につい

ては、「栄養バランスのよい食事を作る時間がない」（34.6％）という回答

が最も多くなっている（図表2-(3)-④参照）。 
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（注）1 測定値は、「食育に関する意識調査」（内閣府）による。 

2 測定値は、日頃の健全な食生活を実践するため、食事バランスガ

イド、食生活指針、日本人の食事摂取基準、6つの基礎食品、3色分

類、その他の指針等を参考にしている人の割合である。 

（％） 

平成 

回答者数 割合

男性 20～29歳 52.9% 35.3% 11.8% 41.2% 11.8% 11.8% 5.9% 0.0% 17 100%
30～39歳 64.9% 24.3% 16.2% 24.3% 8.1% 13.5% 10.8% 0.0% 37 100%
40～49歳 66.7% 19.0% 28.6% 33.3% 9.5% 23.8% 9.5% 0.0% 21 100%
50～59歳 27.8% 11.1% 11.1% 27.8% 16.7% 11.1% 16.7% 0.0% 18 100%
60～69歳 14.3% 7.1% 14.3% 21.4% 35.7% 21.4% 21.4% 0.0% 14 100%
70歳以上 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 3 100%

49.1% 20.0% 16.4% 29.1% 13.6% 16.4% 12.7% 0.0% 110 100%

問１－１で３
１ 食べる
時間がな
いから

２ 作る時
間が無い
から

３ 用意さ
れていな
いから

４ 食欲
がないか
ら

５ 食べな
い方が調
子がよい
から

６ 食べる
必要性を
感じない
から

７ その他 無回答問１－２

年齢性別

男性 計

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない。 

年度 

（単位：％、人） 
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問 あなたは、栄養バランスに配慮した食生活を送っていますか。

（最もあてはまるものひとつだけ○印）

送っている

24.4

どちらかといえば

送っている

56.5

どちらかといえば

送っていない

14.5

送っていない

3.2

無回答

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

      図表2-(3)-② 栄養バランスに配慮した食生活の重要性の認識度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表2-(3)-③ 栄養バランスに配慮した食生活の実践状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表2-(3)-④ 栄養バランスに配慮した食生活を送っていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、栄養バランスに配慮した食生活を送ることは重要だと思いますか。
（最もあてはまるものひとつだけ○印）

重要だと思う

76.4

どちらかといえば

重要だと思う

21.0

どちらかといえば

重要だと思わない

0.9

重要だと思わない

0.4

無回答

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

問 問２－１で「３ どちらかといえば送っていない」又は「４ 送っていない」と回答した方にお聞きします。あなたが、（どちらかといえば）栄
養バランスに配慮した食生活を送っていない理由は何ですか。（あてはまるものいくつでも○印）

34.6

18.6

19.6

23.3

30.7

3.6

13.2

0.8

0% 10% 20% 30% 40%

栄養バランスのよい食事を作る時間がないから

栄養バランスのよい食事が用意されていないから

栄養バランスに配慮した食生活の送り方が
分からないから

好き嫌いが多いから

栄養バランスに配慮した食生活を送るのが面倒だから

栄養バランスに配慮した食生活を
送る必要性を感じないから

その他

無回答

(n=387)

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない。 

 

（注）当省のアンケート調査結果による。 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 
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(4) 内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予防 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである内臓脂肪

症候群（メタボリックシンドローム）の予防や改善のための適切な食事、

運動等を継続的に実践している国民の割合（目標値は50％以上）は、図表

2-(4)-①のとおり、平成26年度に42.1％となっている。 

 
       図表2-(4)-① 内臓脂肪症候群（メタボリックシンドロー 

ム）の予防や改善のための適切な食事、運動 
等を継続的に実践している国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート調査結果 

当省のアンケート調査結果では、内臓脂肪症候群（メタボリックシンド

ローム）の予防や改善のための「適切な食事」、「定期的な運動」、「週に複

数回の体重計測」を実践することの重要性については、9割以上の人が認

識しているものの（図表2-(4)-②参照）、それを半年以上継続して実践し

ている人の割合は、43.8％となっており、内閣府の調査とほぼ同様の結果

となっている（図表2-(4)-③参照）。 

適切な食事、定期的な運動、週に複数回の体重計測を実践していない理

由（複数回答）については、「必要性を感じない」、「時間がない」、「面倒

だから」という回答が上位を占めている（図表2-(4)-④から図表2-(4)-

⑥参照）。 
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（％） 

平成 

（注）1 測定値は、「食育に関する意識調査」（内閣府）による。 

2 測定値は、適切な食事、定期的な運動、週に複数回の体重測定のい

ずれかを実践して半年以上継続している者の割合である。 

年度 
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問 問３－１で「４ 実践していない」と回答した方にお聞きします。あなたが「適切な食事」を実践していない理由は何ですか。（あてはまるも
のいくつでも○印）

20.6

19.9

9.7

23.1

24.5

7.9

25.6

0% 10% 20% 30%

実践する時間がないから

どのように行えば良いか分からないから

メタボの悪影響が具体的に分からないから

面倒だから

実践する必要性を感じないから

その他

無回答

(n=277)

図表2-(4)-② メタボリックシンドロームの予防や改善のため 
      の食事・運動・体重計測実践の重要性の認識度 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

図表2-(4)-③ メタボリックシンドロームの予防や改善のための 
食事・運動・体重計測の実践状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図表2-(4)-④ 「適切な食事」を実践していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、メタボの予防や改善のために、ⅰ）適切な食事、ⅱ）定期的な運動、ⅲ）週に複数回の体重計測のどれかを

実践することは重要だと思いますか。（最もあてはまるものひとつだけ○印）

重要だと思う

65.1

どちらかといえば

重要だと思う

29.2

どちらかといえば

重要だと思わない

2.4

重要だと思わない

1.0

無回答

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

問 あなたは、メタボの予防や改善のために、「ⅰ）適切な食事」、「ⅱ）定期的な運動」、「ⅲ）週に複数回の

体重計測」のどれかを実践していますか（最もあてはまるものひとつだけ○印。ⅰ）～ⅲ）について重複して実践

している場合は、実践期間が一番長いもの）

実践して、

半年以上

継続している

43.8

実践しているが、

半年未満である

5.2

時々気を

つけているが、

継続的ではない

36.4

実践していない

12.6

無回答

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

（注）当省のアンケート調査結果による。 

（注）当省のアンケート調査結果による。 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 
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問 問３－１で「４ 実践していない」と回答した方にお聞きします。あなたが「定期的な運動」を実践していない理由は何ですか。（あてはま
るものいくつでも○印）

38.3

11.9

9.0

30.7

22.7

5.4

21.7

0% 10% 20% 30% 40% 50%

実践する時間がないから

どのように行えば良いか分からないから

メタボの悪影響が具体的に分からないから

面倒だから

実践する必要性を感じないから

その他

無回答

(n=277)

問 問３－１で「４ 実践していない」と回答した方にお聞きします。あなたが「週に複数回の体重計測」を実践していない理由は何ですか。
（あてはまるものいくつでも○印）

12.6

6.1

22.4

28.2

5.1

41.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

実践する時間がないから

メタボの悪影響が具体的に分からないから

面倒だから

実践する必要性を感じないから

その他

無回答

(n=277)

     図表2-(4)-⑤ 「定期的な運動」を実践していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図表2-(4)-⑥ 「週に複数回の体重計測」を実践していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 食事の食べ方 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つであるよく噛ん

で味わって食べるなどの食べ方に関心のある国民の割合（目標値は80％以

上）は、図表2-(5)-①のとおり、平成26年度に71.6％となっている。 

 

       

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 

 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 
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図表 2-(5)-① よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に 

関心のある国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート調査結果 

  当省のアンケート調査結果では、よく噛んで味わって食べることの重要

性については、9割以上の人が認識している（図表2-(5)-②参照）。また、

実際に「そうしている」及び「どちらかといえばそうしている」という回

答を合わせると70.9％となっている（図表2-(5)-③参照）。 

よく噛んで味わって食べていない理由（複数回答）については、その「習

慣がないから」（49.0％）という回答が最も多くなっている（図表2-(5)-

④参照）。 

 

   図表2-(5)-② よく噛んで味わって食べることの重要性の認識度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

70.2 69.4 
73.0 74.2 

71.6 

50

60

70

80

90

100

22 23 24 25 26

（％） 

平成 

（注）1 測定値は、「食育に関する意識調査」（内閣府）による。 

2 測定値は、食べ方について、「関心がある」又は「どちらかといえ

ば関心がある」と回答した者の合計である。 

問 あなたは、よく噛んで味わって食べることは重要だと思いますか。（最もあてはまるものひとつだけ○印）

重要だと思う

67.7

どちらかといえば

重要だと思う

28.5

どちらかといえば

重要だと思わない

2.0

重要だと思わない

0.6

無回答

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

（注）当省のアンケート調査結果による。 

年度 
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問 問９－１で「３ どちらかといえばそうしていない」又は「４ そうしていない」と回答した方にお聞きします。あなたが、（どちらかといえば）
そうしていない理由は何ですか。（あてはまるものいくつでも○印）

35.0

4.5

49.0

13.9

3.7

20.6

0.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

時間がないから

体にどのような良いことがあるのか、具体的によく分からな
いから

よく噛んで味わって食べる習慣がないから

よく噛んで味わって食べることが面倒だから

よく噛んで味わって食べる必要性を感じないから

その他

無回答

(n=620)

   図表2-(5)-③ よく噛んで味わって食べる実践状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図表2-(5)-④ よく噛んで味わって食べていない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(6) 農林漁業体験 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである農林漁業

体験を経験した国民の割合（目標値は30％以上）は、図表2-(6)-①のとお

り、平成26年度に33.0％となっている。 

 

 

 

 

 

（注）当省のアンケート調査結果による。 

問 あなたは、ふだんの食生活において、よく噛(か)んで味わって食べていますか。（最もあてはまるものひとつだけ
○印）

そうしている

19.0

どちらかといえば
そうしている

51.9

どちらかといえば
そうしていない

24.1

そうしていない

4.2

無回答

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 
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      図表2-(6)-① 農林漁業体験を経験した国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート調査結果 

 当省のアンケート調査結果では、農林漁業体験に参加したことがある人

の割合は37.6％となっている。（図表2-(6)-②参照）。ただし、農林漁業体

験に参加したきっかけの約4割が「農林漁家だから」という回答のため、

生産者と消費者の交流の促進という趣旨からは、参加者に若干のずれがあ

る可能性がある（図表2-(6)-③参照）。 

農林漁業体験に参加していない理由（複数回答）については、「参加す

る機会がこれまでなかったから」（71.6％）という回答が最も多くなって

いる（図表2-(6)-④参照）。 

 

  図表2-(6)-② 農林漁業体験参加の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.9 

30.3 31.0 37.1 33.0 

0

20

40

60

80

100

22 23 24 25 26平成 

（％） 

（注）1 測定値の把握は、「食生活及び農林漁業体験食育に関する調査」（農

林水産省）による。 

2  測定値は、本人又はその家族の中で農林漁業体験に参加したことが

あると回答した者の割合である。 

問 あなたは、おおむね過去10年間で、田植えや野菜の収穫、シイタケ栽培、魚の水揚げや水産加工など、農林漁業体験に

参加したことがありますか。（あてはまるものひとつだけ○印）

参加したことがある

37.6

参加したことがない

61.5

無回答

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

（注）当省のアンケート調査結果による。 

年度 
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図表2-(6)-③ 農林漁業体験参加のきっかけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図表2-(6)-④ 農林漁業体験に参加していない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(7) 食品の安全性に関する知識 

ア 目標の達成状況 

第2次基本計画の目標の達成状況を測定する指標の一つである食品の安

全性に関する基礎的な知識を持っている国民の割合（目標値は90％以上）

は、図表2-(7)-①のとおり、平成26年度に70.1％となっている。 

問 問５－１で「２ 参加したことがない」と回答した方にお聞きします。 あなたが、農林漁業体験に参加していない理由は何ですか。（あて
はまるものいくつでも○印）

20.9

71.6

2.5

2.5

19.9

5.5

3.3

10.5

1.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

農林漁業体験に参加する時間がないから

農林漁業体験に参加する機会がこれまでなかったから

費用が高いから

危険、きつい、汚いイメージがあるから

興味や関心がないから

農林漁業体験に参加することが面倒だから

農林漁業体験に参加することが重要だと思わないから

その他

無回答

(n=1,347)

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 

 

問 問５－１で「１ 参加したことがある」と回答した方にお聞きします。農林漁業体験に参加したきっかけは何ですか。（あてはまるものいくつ
でも○印）

13.8

12.5

8.0

3.5

3.4

37.9

41.0

0.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で参加する機会があったこと

職場で参加する機会や情報を得たこと

自治会等地域のイベントやＰＲで参加する機会や情報が
あったこと

食品等を提供する企業、店舗等のイベントやＰＲで参加す
る機会や情報があったこと

行政機関のイベントやＰＲで参加する機会や情報があった
こと

農林漁家だから

その他

無回答 (n=824)
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   図表2-(7)-① 食品の安全性に関する基礎的な知識を持って 

いる国民の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ アンケート調査結果 

当省のアンケート調査結果では、食品の安全性に関する知識について、

「十分にあると思う」と「ある程度あると思う」と回答した人を合わせる

と71.7％であり、内閣府の調査とほぼ同様の結果となっている（図表

2-(7)-②参照）。 

食品の安全性に関する情報の入手先（複数回答）については、「新聞、

テレビ、雑誌、インターネット等」（75.1％）という回答が最も多くなっ

ている（図表2-(7)-③参照）。 

食品の安全性に関する知識が「あまりないと思う」又は「全くないと思

う」と回答した人の約6割が、その理由を「情報が氾濫しており、どれが

正しい情報か分からないから」と回答している（図表2-(7)-④参照）。 

 

   図表2-(7)-② 食品の安全性に関する知識の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.0 66.5 64.1 
70.1 

0

20

40

60

80

100

23 24 25 26

（％） 

（注）1 測定値は、「食育に関する意識調査」（内閣府）による。 
2 測定値は、食品の安全性に関する基礎的な知識（健康に影響を与え
ない食品の選択方法、調理法等）を持っていると思うかとの問いに対
し、「十分にあると思う」又は「ある程度あると思う」と回答した者
の合計である。 

3 平成 23 年度に調査手法の変更があったため、同年度の測定値から
掲載した。 

問 あなたは、食品の安全性に関する知識があると思いますか。（最もあてはまるものひとつだけ○印）

十分にあると思う

11.9

ある程度
あると思う

59.8

あまりないと思う

25.1

全くないと思う

1.8

無回答

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,191)

平成 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

2 割合は、四捨五入したため合計が 100 にならない。 

 

年度 
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 図表2-(7)-③ 食品の安全性に関する情報の入手先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図表 2-(7)-④ 食品の安全性に関する知識があまり・全くない理由 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  (8) 食育に関する目標の重要性を認識するようになったきっかけ（複数回答） 

前述(1)から(5)の目標について、「重要」又は「どちらかといえば重要」

と回答した者に、その重要性を認識するようになったきっかけを聞いたとこ

ろ、図表2-(8)のとおり、「家庭での教育」及び「新聞、テレビ、雑誌、イン

ターネット等」と回答する人の割合が多かった。 

 

 

 

問 問８－１で「１ 十分にあると思う」又は「２ ある程度あると思う」と回答した方にお聞きします。あなたは、食品の安全性に関する情報をど
こで、何から入手しましたか。（あてはまるものいくつでも○印）

52.2

19.7

7.6

25.2

20.7

75.1

13.7

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家庭

学校

自治会等地域のイベントやＰＲ

企業、店舗等のイベントやＰＲ

行政機関のイベントやＰＲ

新聞、テレビ、雑誌、インターネット等

その他

無回答

(n=1,572)

問 問８－１で「３ あまりないと思う」又は「４ 全くないと思う」と回答した方にお聞きします。あなたが、食品
の安全性に関する知識について、あまり・全くないと思う理由は何ですか。（最もあてはまるものひとつだけ○印）

情報の
入手方法が

分からないから

17.5

情報が氾濫して

おり、どれが

正しい情報か

分からないから

62.0

知識を得るのが
面倒だから

8.3

知識を得ることが

重要だと

思わないから

4.2

その他

8.0

無回答

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=590)

（注）当省のアンケート調査結果による。 

（注）1 当省のアンケート調査結果による。 

   2 複数回答のため、割合の合計は 100 にならない。 
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図表2-(8) 目標の重要性を認識するようになったきっかけ（複数回答） 

設問（複数回答） 共食 
朝食欠食 

栄養バ
ランス 

ﾒﾄﾎﾞﾘｯ
ｸｼﾝﾄﾞﾛ
ｰﾑ 

食べ方
に関心 

20歳代 
男性 

30歳代 
男性 

1 家庭での教育 73.8 31.6 33.5 59.0 22.1 63.6 

2 学校での教育 21.7 23.7 15.9 31.7 10.0 33.4 

3 
自治会等地域でのイベントやＰ
Ｒ 

2.6 0.9 1.2 4.5 2.4 3.7 

4 
食品等を提供する企業、店舗等の
イベントやＰＲ 

3.2 5.3 4.1 11.1 7.7 8.1 

5 
行政機関のイベントやＰＲ（広報
誌、パンフレット、ホームページ
等） 

7.7 2.6 2.4 9.7 12.0 10.3 

6 
新聞、テレビ、雑誌、インターネ
ット等 

32.9 22.8 25.9 52.4 57.3 57.6 

7 
健康診断や特定健康診査（メタボ
リックシンドロームのみの質問） 

― ― ― ― 56.4 ― 

8 その他 1.1 13.2 15.3 17.8 14.1 15.6 

  (注)1 当省のアンケート調査の結果による。 
2 食育関連指標は、以下の略である。 

     「共食」：朝食又は夕食を家族と一緒に食べる「共食」の回数の増加（週10回以上） 
      「朝食欠食」：朝食を欠食する国民の割合の減少（20歳代男性及び30歳代男性15％以下） 
     「栄養バランス」：栄養バランス等に配慮した食生活を送っている国民の割合の増加

（60％以上） 
     「ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑ」：内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の予防や改善のた

めの適切な食事、運動等を継続的に実践している国民の割合の増加（50％
以上） 

     「食べ方に関心」：よく噛んで味わって食べるなどの食べ方に関心のある国民の割合の
増加（80％以上） 

 

 

 


